
※紙芝居上演会を奇数月の第４日曜日に開催する予定です。
※東京オリンピックを題材とした写真展を企画中です。
※年度内に常設展示室の展示替え工事をする予定です。

その他

平成24年度  昭和館カレンダー平成24年度  昭和館カレンダー

学校団体見学の予約手順

昭和館を見学する学校団体への対応昭和館を見学する学校団体への対応

学校団体見学の予約手順

②180名収容の昼食会場

③大型バスもOK

①説明対応が選べます

お気軽に下見にご来館ください。
本券を１階受付にご提示いただければ無料で見学できます。

■期　日　　　　　年　　　月　　　日

■学校名

■ご芳名

                              他　　　　　名

資料入れ替え休室
（6月26日～27日）

高校生ポスターコンク
ール募集開始

小･中学生作文コンクー
ル募集開始

資料入れ替え休室
（期間未定）

4月29日の昭和の日は
入室無料

（コピー可）

〒102-0074　東京都千代田区九段南1-6-1　昭和館　総務部
 TEL 03-3222-2577　FAX 03-3222-2575
 info@showakan.go.jp
 http://www.showakan.go.jp

学校教職員下見用
常設展示室　無料入場券

常設展示室 特別企画展 コンクール

応
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　期

　間

「伝えたい『戦中・戦後』の
くらし」(巡回展)（9月22
日～30日・富山県富山市）

「伝えたい『戦中・戦後』の
くらし」(巡回展)（11月１0
日～18日・京都府京都市）

「銃後の祈り」(仮称)
（7月28日～8月26日）

審　査

発　表

締め切り（1月)

2月

3月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月
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25年
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24年
4月

5月

感想募集 本誌を読まれたご感想、当館へのご意見、実際に見学された際のご感想等を下記にお送
りください。今後の本誌の編集と、館の運営の参考にさせていただきます。

応　募　券 左の応募券を切り取り、はがきに貼って、昭和館　総務部までご郵送ください。ビデオ・DVD「ショーコちゃんの昭和館を見てみよう！」を学校にお送りいたします。

昭和館と学校をつなぐ広報誌

平成24年5月吉日発行

昭和館
だより

第18 号

伝えたい戦中･戦後のくらし伝えたい戦中･戦後のくらし

各　賞 都道府県 氏　名
柳澤　夏綺
外岡　奨悟
根岸　彩名
山口　瑞貴
小谷野　夏帆
森安　彩花
北野　紗希
山下　理沙
花井　瑛
木原　菜月
岡部　駿平
川崎　友花

学　校　名
越谷市立宮本小学校
足立区立渕江小学校
船橋市立丸山小学校
和歌山県立古佐田丘中学校
佐倉市立上志津小学校
世田谷区立芦花小学校
佐倉市立上志津小学校
世田谷区立二子玉川小学校
足立区立古千谷小学校
越谷市立宮本小学校
足立区立古千谷小学校
和歌山県立古佐田丘中学校

埼玉県
東京都
千葉県
和歌山県
千葉県
東京都
千葉県
東京都
東京都
埼玉県
東京都
和歌山県

厚生労働大臣賞
昭和館館長賞
審査員特別賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞

この他、佳作27作品

この他、佳作25作品

各　賞 都道府県 氏　名
高村　佳苗
石岡　里実
上木　舞花
林　七海
加藤　拓哉
森　夕希子
岩松　賢太郎
田中　佑実
萩原　唯加

学　校　名
富山第一高等学校
静岡県立浜松江之島高等学校
静岡県立浜松江之島高等学校
日本大学三島高等学校
岐阜県立多治見工業高等学校
香川県立香川中央高等学校
創成館高等学校
宮崎県立佐土原高等学校
宮崎県立佐土原高等学校

富山県
静岡県
静岡県
静岡県
岐阜県
香川県
長崎県
宮崎県
宮崎県

最優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞

入賞作品は､後日､多くの方にご覧いただくことを予定しております。

「団体予約確定書」を送信
(最終的な駐車場、説明員対応等を記載)

昭和館　　▶ 学校（旅行会社）FAX

1週間前確認3

見学日時、人数、交通手段、
説明員対応、昼食会場等の希望

電話
FAX学校（旅行会社）　　　▶ 昭和館

申込1

「団体予約確認書」を送信
（11月～2月の混雑期には、時間帯の
調整をお願いする事がこざいます。）

昭和館　　▶ 学校（旅行会社）FAX

確認2

昭和館見学作文コンクール 審査結果
次の方々が入賞されました。おめでとうございます。(敬称略)

第10回

次の方々が入賞されました。おめでとうございます。(敬称略)
昭和館高校生ポスターコンクール 審査結果第4回

「絵はがきと写真にみる
桜～東京の桜の名所～」
（3月17日～4月15日・
2階広場）
「昭和の紙芝居～戦中･
戦後の娯楽と教育～｣
（3月17日～5月13日）

「生誕100年・没後30年記念 戦
中･戦後を彩った中原淳一の魅
力」（仮称）（3月16日～5月12日）

休館日：月曜日（祝日または振替休日の場合はその翌日）・年末年始

３階研修室を昼食会場として提供します。
（昼食時間は30分以内・要予約）

近隣の駐車場を確保します。（要予約・駐車料金は無料）

■同行説明

■事前説明
見学の前に、説明員から館内の概要説明を10分程度行います。

説明員が1クラスに1名付き添い、常設展示室をご案内します。
（2クラスで約1時間、3クラスで約1時間30分。要予約・先着順）

昭和館はどんな資料を
展示してるんだろう。

戦中･戦後の国民
生活に関する資料が
たくさんあります。



常設展示室に展示されている資料は昭和館が収蔵し
ている資料のごく一部です。資料の劣化を防ぐため、
またより多くの資料を紹介するために、定期的に展
示資料の入れ替えを行っています。
現在展示されている以外の手紙も読んでみたい方
は、６階「体験ひろば」の「調べてみよう」コーナーを
ご利用ください。過去に展示されたはがきや手紙を、
パソコンで検索して読むことができます。

もっといろいろな手紙を読んでみたいもっといろいろな手紙を読んでみたい

では、「東京オリンピック」と入力してみまし
ょう。

戦中・戦後のニュース映画が見られます。
ニュース映画の内容は、言葉や年代で検索することができます。
今年は、ロンドンでオリンピックが開催されますが、昭和39年（1964）に開催された東京オリンピック
の様子もニュース映画で見られます。

東京オリンピックは、最初昭和15年（1940）に開催が予定さ
れていましたが、様々な事情から幻のオリンピックになってし
まいました。戦後、昭和39年（1964）になってようやく開催さ
れましたが、国民はオリンピックに大きな期待をよせました。

東京オリンピックに関係する映像が出てき
ました。その他にも映像はたくさんあるので、
いろいろと検索してみてください。

東京オリンピックに関係する映像が出てきでは、「東京オリンピック」と入力してみまし

いまも似たような
防災グッズがあるよ。

いまはケータイやメールで簡単に連絡をとることができますが、
戦争中は離れて暮らす家族や友達との連絡の手段は、はがきや手
紙くらいでした。
7階の「家族への想い」というコーナーでは、出征によって離れば
なれで暮らすことになった家族がやりとりしたはがきや手紙を
紹介しています。
当時は検閲があったので書けない事柄もありましたが、両親に、
子どもたちに、兄弟に宛てたはがきや手紙からは、当時の人々の
想いが伝わってきます。

ケータイもメールもない時代ケータイもメールもない時代ケータイもメールもない時代

もっといろいろな手紙を読んでみたい

▲千人針
出征する兵士に、戦場での弾除けと無事を祈って贈られたお
守り。女性が一針ずつ糸を結んで作りました。

会期：平成24年7月28日（土）～8月26日（日）
会場：昭和館3階特別企画展会場
戦時中、出征する人に贈られた千人針や日の
丸寄せ書き。召集されてから出征までの限ら
れた時間のなかで準備されるそれらの贈り
物には、家族や身近な人々の無事を祈る気持
ちが込められていました。
出征に関する実物資料や手記を通して、銃後
のさまざまな祈りの形と、人々の想いを紹介
します。

▲千人針

防災グッズがあるよ。

５階 映像･音響室

４階 図書室 図書紹介

７・６階 常設展示室 ５階 映像･音響室５階 映像･音響室

４階 図書室 図書紹介４階 図書室 図書紹介

７・６階 常設展示室７・６階 常設展示室

『幻の東京オリンピックとその時代』（780／Sa38）
『オリンピックの顔　東京大会にきそう世界の一流選手たち』（780/Su96） ▶『オリンピックの顔　東京大会にきそう世界の一流選手たち』（780/Su96） ▶

ヒント ・レバーを何度もにぎって使います。
・名前は「ほたる」です。
・レバーを何度もにぎって使います。
・名前は「ほたる」です。

第17号の答えは、「髪ゴテ」と「火玉炭」です。
ひ だま ずみ

第17号の答えは、「髪ゴテ」と「火玉炭」です。
ひ だま ずみ

第17号の答えは、「髪ゴテ」と「火玉炭」です。
ひ だま ずみ

答えは6階「体験ひろば」の
「バーチャルこれなあに？」で

調べてね！

これなあに？これなあに？これなあに？

特別企画展特別企画展特別企画展

昭和10年（1935）から30年（1955）頃までの、戦中・戦後の人々の暮らしを、資料や写真
等で紹介しています。

戦地の父から娘への手紙
幼い子でも読めるようにカタカナで書いてあります。 ▶ 

クイズ
「銃後の祈り」（仮称）


